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This paper describes parametric studies of energy conservation and thermal comfort (room temperature, operative 

temperature (OT) and PMV) in blind control. The control set values (room temperature, OT and PMV) which affect 

thermal comfort and energy-saving performance are studied using the BEST program. 

 

１．はじめに 

BEST では昼光利用の計算が可能であり、ガラス種類、

ブラインド（以降 BL）制御等による温熱環境（室温、

作用温度（以降OT）、PMV）や省エネルギー効果等の検

討が報告されている 1) 2) 3)。 

既報 5)において、BL 制御の効果について、BEST の連

成計算により、室温制御、OT 制御、PMV 制御時の温熱

環境、省エネルギー性を検討しているが、制御設定値を

固定した検討に留まっている。 

本報では、室温制御、OT 制御、PMV 制御の設定値を

パラメータ（可変）とし、温熱環境、省エネルギー性が

向上するようにBEST の計算により検討したので報告す

る。 

 

２．計算条件 

図-1 に建物モデル、表-1 に計算条件、表-2 に検討ケー

スを示す。各ケースを室温制御、OT 制御および PMV 制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御でそれぞれ計算する（連成計算、制御設定値は表-1 参

照（基準設定））。 

 

表-1 計算条件 
気象 実在年データ（東京2006 年） 

ガラス種類 複層ガラス（日射遮蔽型Low-E＋透明 ） 

昼光利用 

ブラインド操作 

昼光利用時、調光：床面高さ 750mm にて 750lx 

ブラインド種類：中間色 

標準操作：ガラス透過直達日射量10W/㎡超→100％閉、 

10W/㎡以下→20％閉（100％閉は BL が全て降りている状態を

示す）  スラット角45 度固定 

BL 制御：スラット角の自動制御
1) 2) 3) ＝保護角制御 

内部発熱 照明：15W/㎡、機器：12W/㎡、人員：0.1 人/㎡ 

スケジュール：BEST平成25年省エネ基準対応ツールにおける標

準設定スケジュール
4)
 

人体 代謝量：1.1Met（夏期、冬期、中間期） 

着衣量：0.6clo（夏期）、1.0clo（冬期）、0.8clo（中間期） 

気流速度：0.15m/s 

空調設備 冷暖同時ビルマル＋外気処理エアコン 

（室外機：90/100kW、室内機：ペリメータ 9/10kW×3 台、インテリア

11.2/12.5kW×3 台、外気処理：900CMH） 

 （冷房能力/暖房能力kW） 

空調時間 7:30～21:00（予冷熱運転7:30～8:00（外気カット）） 

平日：空調運転、土日祝日：空調停止 

外気導入量3m3/(m2h) 、隙間風0.2 回/h 

空調設定 

（基準設定） 

運転モード：夏期 冷房、中間期・冬期 冷暖房 

（中間期・冬期は冷暖房モードなので、制御設定値に動作隙間を

設けている） 

室温制御：夏期26℃、中間期24±1℃、冬期22±1℃ 

OT 制御：夏期26℃、中間期24±1℃、冬期22±1℃ 

PMV 制御：夏期0.5、中間期・冬期-0.5～0.5 

加湿制御：40％（暖房時） 

 

表-2 検討ケース 
 ケース 1 ケース 2 ケース 3 

昼光利用 昼光利用 昼光利用 昼光利用なし

BL 操作 

（表-1 参照）

BL 制御 

（保護角制御）
標準操作 標準操作 

方位別に計算を行う（南西東北） 

開口 

20m 

ペリメータ 

ゾーン 

100ｍ２ 

インテリア 

ゾーン 

200ｍ２ 

非空調 

エリア 

事務室（計算対象外） 

事務室（計算対象外） 

事務室 

（計算対象エリア） 

外壁

断面図 

平面図 

図-1 建物モデル 
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３．計算結果 

3.1 基準設定の場合 

図-2 に、ケース 1、PMV 制御時の夏期・冬期代表日の

室内環境、室負荷時刻変動グラフを示す。 

冬期は PMV 制御の設定値に制御幅を設けている（-0.5

～0.5）。南は、冷房主体となっているため、0.5 に近い値

になっている。 

照明電力は昼光利用（照明の調光）により、昼間の値

が定格設定値 15W/㎡から減少していることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 代表日の室内環境・室負荷時刻変動（ペリメータ） 

（ケース 1、PMV 制御） 

 

図-3 に PMV 制御時のペリメータの年間熱負荷と照明

電力量を示す 5)。各方位共、「昼光利用なし」（ケース 3）

よりも、「BL 制御+昼光利用」（ケース 1）、「昼光利用」

（ケース 2）の方が省エネルギーになっている。BL 制御

の効果（ケース 1 と 2 の差）があまり見られないが、ガ

ラスの日射透過率が小さい（0.32）ためと考えられる。 

図-4 に PMV 制御時のペリメータの夏期（8 月）と冬

期（1 月）の熱負荷、空調時間平均の室温、OT および

PMV を示す 5)。ケース 1～3 を比較すると、冬期は熱負

荷の差はあまり見られないが、夏期はケース 1、2 がケー

ス 3 より熱量が少ない。室温、OT、PMV は夏期、冬期

とも各ケース間に顕著な差はないことから、ケース 1、2

はケース 3 と同等の快適性を維持しつつ省エネルギーに

なることが分かる。 

冬期において、南は PMV=0.25 程度（快適域）で室温

24℃となっている。南は冬期も冷房負荷が多いことから、

室温設定を 22℃にすると低過ぎになってしまい、余分な

冷房負荷が発生する要因になっていると考えられる。次

項では、快適域において、より省エネルギーとなる制御

設定値を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 年間熱負荷、照明電力量（ペリメータ） 

（PMV 制御）5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 夏期、冬期のPMV 制御時の温熱環境（ペリメータ）5) 

※ 冬期の制御値が設定値からずれるのは、制御
値に幅（動作隙間）を設定しているため。 
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3.2 制御設定値を基準設定から変えた場合 

 各制御設定値を基準設定から変えて、快適性と省エネ

ルギー性が向上するように検討する。計算に用いた設定

値を表-3に示す。 

表-3 制御設定値 

 夏期 冬期 

室温制御 ［℃］ 24 ← （26） → 28 20 ← （22） → 24 → 26 

OT 制御 ［℃］ 24 ← （26） → 28 20 ← （22） → 24 → 26 

PMV 制御 ［－］ （0） → 0.25 → 0.5 -0.5 ← -0.25 ← （0） → 0.5 

（ ）は表-1 の基準設定。冬期は表-1 と同じ制御幅を設けている。 

 

ケース 1（BL 制御＋昼光利用）における計算結果を図

-5（夏期）、図-6（冬期）に示す。図-4 と同様、室温、OT 

およびPMVは月間の空調運転時間の平均値としている。

また、快適域として -0.5≦PMV≦0.5 の補助線を記入し

ている。 

夏期は、各制御いずれも、方位に依らず、設定値を高

くすると熱負荷が減少し省エネルギー性が向上するが、

PMV＞0.5 となり快適域を外れていく。 

冬期は、設定値を高くすると冷房負荷が減少し暖房負

荷が増加する。南は冷房主体のため、快適域の範囲（PMV

≦0.5）では、設定値を高くすると熱負荷の絶対値（冷房

＋暖房）が減少するが、暖房主体の北は、南と逆に暖房

負荷が増えて熱負荷（絶対値）が増加する。東、西は、

設定値を高くすると熱負荷（絶対値）がわずかに減少す

るが、ある値から増加に転じる。 

省エネルギー性と熱的快適性の両立する設定値は、ど

ちらを優先するかにより値が異なる（表-4）。表-4 の設定

値は、いずれの制御においても、省エネルギー性優先に

ついては、-0.5≦PMV≦0.5 であればよい（-0.5 や 0.5 ま

で許容）とし、快適性優先については夏期、冬期共、

PMV=0 の時として整理したものである。 

 

４．まとめ 

 ブラインド制御時の省エネルギー性、熱的快適性（室

温、作用温度（OT）、PMV）を検討した。制御設定値（室

温、OT、PMV）をパラメータとして、熱的快適性と省

エネルギー性の両立する設定値を検討し、以下のような

考察が得られた。なお快適域は-0.5≦PMV≦0.5 とした。 

・ 熱的快適性と省エネルギー性の両立する設定値はど

ちらを優先するかにより値が異なる。 

・ 夏期は、方位に依らず、設定値を高くすると熱負荷

が減少する。【省エネルギー性優先の場合の設定値：

PMV＝0.5、室温 26℃】 

・ 冬期は、設定値を高くした時の熱負荷の変化が、方

位に依り異なる。以下の【 】内数字は省エネルギ

ー性優先の場合の設定値を示す。 

・ 南（冷房主体）：夏期と同様、熱負荷が減少する。

【PMV=0.5、室温 25℃】 

・ 北（暖房主体）：熱負荷が増加する。【PMV=－0.5、

室温 21℃】 

・ 東、西：熱負荷が減少から増加に転じる最小値が

ある。【PMV=0、室温 23℃程度】 

 

表-4 快適性と省エネルギー性の両立する設定値の考察 

(a) 夏期 

 省エネルギー性優先 快適性優先（PMV=0） 

室温制御 26℃ 24.5℃ 

OT制御 26.5℃ 25℃ 

PMV 制御 0.5 0 

(b-1) 冬期 （方位：南） 

 省エネルギー性優先 快適性優先（PMV=0） 

室温制御 25℃ 23℃ 

OT制御 25℃ 23℃ 

PMV 制御 0.5 0 

(b-2) 冬期 （方位：北） 

 省エネルギー性優先 快適性優先（PMV=0） 

室温制御 21℃ 23℃ 

OT制御 21℃ 23℃ 

PMV 制御 －0.5 0 

(b-3) 冬期 （方位：東、西） 

 省エネルギー性優先 快適性優先（PMV=0） 

室温制御 23℃程度 23℃程度 

OT制御 23℃程度 23℃程度 

PMV 制御 0 0 
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図-5 各制御設定値変更時の温熱環境（夏期（8月）：ペリメータ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-6 各制御設定値変更時の温熱環境（冬期（1月）：ペリメータ） 
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